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読
め
た
方
は
す
ご
い
！
ま
た
、

何
に
使
っ
た
の
か
知
っ
て
い
る
人

は
す
ば
ら
し
い
！

「
温
石
」
は
現
在
の
『
カ
イ
ロ
』

と
同
じ
使
わ
れ
方
を
し
て
い
ま
し

た
。
発
見
場
所
は
美
津
島
町
黒
瀬

に
あ
る
金
田
城
跡
で
、
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
見
つ
か
り
ま
し
た
。
金

田
城
は
天
智
６
年（
６
６
７
）に
築

か
れ
た
と
日
本
最
古
の
正
史
『
日

本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
智
２
年
（
６
６
３
）
、
白
村
江

の
戦
い
で
唐
・
新
羅
に
敗
れ
た
日

本
は
国
防
の
最
前
線
に
位
置
す
る

「
対
馬
」
を
は
じ
め
、
西
日
本
各

地
に
山
城
を
築
き
、
そ
こ
に
「
防

人
」
を
配
置
し
ま
し
た
。
唐
・
新

羅
の
侵
攻
に
備
え
る
た
め
に
国
を

あ
げ
て
の
大
事
業
だ
っ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
当
時
の
冬
は
今
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
寒
さ
だ
っ
た
と
想
像

さ
れ
ま
す
。
時
に
は
城
内
で
過
ご

し
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
暖
を
取
る

手
段
と
し
て
は
火
を
焚
く
ぐ
ら
い

し
か
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。「
温

石
」は
、
熱
し
た
お
湯
で
温
め
、

布
な
ど
で
巻
き
、
穴
に
ひ
も
を
通

し
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
使
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
全
部
で
５
個
の
温
石
が
狭
い
範

囲
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
発
見
場

所
は
金
田
城
の
南
西
部
に
位
置
す

る
「
ビ
ン
グ
シ
山
」
の
南
西
側
で

す
。
現
地
形
は
テ
ラ
ス
状
に
細
長

く
、
幅
の
狭
い
地
形
で
す
が
、
日

当
た
り
が
と
て
も
良
く
、
過
ご
し

や
す
い
場
所
と
言
え
ま
す
。

　
日
本
各
地
で
「
温
石
」
は
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は

中
世
（
12
世
紀
頃
）
か
ら
江
戸
時

代
の
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
発
見

さ
れ
た「
温
石
」は
日
本
最
古（
？
）

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、

付
近
か
ら
「
炉
の
跡
」
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
発
見
さ
れ
た

炉
で
火
を
起
こ
し
暖
め
て
か
ら
使

用
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　「
温
石
」は
滑
石
製
で
、
島
の
外

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高

い
で
す
が
、
産
地
は
不
明
で
す
。

古
代
人
の
知
恵
と
工
夫
が
感
じ
ら

れ
る
「
温
石
」、金
田
城
で
発
見
さ

れ
た
１
３
０
０
年
前
の
『
古
代
の

カ
イ
ロ
』
は
日
本
最
古
の
可
能
性

が
あ
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

※
文
化
財
の
形
状
を
変
え
る
行
為

な
ど
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
見
学
す
る
際
に
は
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
貴
重
な
文
化

財
を
未
来
に
残
し
、
伝
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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今月のおすすめ新着本�

商売でも何でも、人生、微差の積み重ね。この
世はすべて「微差」が大差を生むのです…。当
代きっての実業家が、少しの努力で幸せと富
を手に入れる方法を教えます。

『微差力』�
斎藤　一人　／著�

お
ん
じ
や
く

か
ね

だ

じ
よ
う
あ
と

ほ
ん
し
よ

き

に

と
う

し
ら

ぎ

は
く

す
き

の
え

や
ま

じ
ろ

さ
き

も
り

か
つ

せ
き

ろ

※一番大きな温石は最大長23．2㎝、
　最大幅7.9㎝、厚さ4.5㎝、重さ1160g

温石発見場所�

（※右上の温石が最大のものです。）�

●おはなし会　4月17日（土）　午後２時から午後３時まで　4階視聴覚室�
　　　　　　　内容：よみきかせ、エプロンシアター、紙芝居、マジックショーなど�

【日本ホラー小説大賞大賞（第１６回）】日常
に厭き果てた男が南の島へ旅に出た。密林へ
分け入った彼は池に落ち、耐え難い空腹と絶
望感、死の恐怖と闘う。絶体絶命の状況下で
なお、生きることに執着する。

『化身』�
宮ノ川　顕　／著�

長い冬が終わり、お日さまがきらきら輝きは
じめると、ちびくまは、ほら穴を抜け出し、探
検へと出かけます…。触って遊べるふわふわ
の動物がいっぱい。あたたかくてほっとする
動物絵本。

『ちびくま』�
キャサリン・アリソン　／著�

何かを成しとげた人々が残した名言を、言葉
が生まれたエピソードとともに紹介。それぞ
れの人たちのプロフィール、関連した本、教
師の視点からの名言を読み解くヒントも掲載。
１のテーマは「自分をはげます」。

『心に響くあの人のことば』�
シリーズ　全5巻�

いろいろな国々から集まった魔女たちが、い
っせいに伝染病のお話を始めます。薬の魔女
ローズは、恐ろしい病気の魔女に勝てるので
しょうか？ 強毒性新型インフルエンザから
生き残るための知恵がつまったファンタジー。

『病気の魔女と薬の魔女』�
岡田　晴恵　／著�

世界の肥満人口は１６億人以上！ グローバ
ル化した世界では、だれもが知らず知らずの
うちに太る可能性がある。間食、週末の食事、
外食、食事量の増大など、世界に広がる意外
な「太る」原因を明らかにする。

『あなたは、なぜ太ってしまうのか?』�
バリー・ポプキン　／著�


